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福 岡 市 立 障 が い 者 就 労 支 援 セ ン タ ー

H A P P Y  W O R K

はっぴーわーく
Ｖｏｌ．６１

令和５年７月発行

～ 両 セ ン タ ー の 特 性 を 活 か し た 連 携 支 援 を ～ 

福岡市社会福祉事業団

障がい者就労・発達支援課長

吉次 英俊

この度、障がい者就労・発達支援課の課長に就任しました吉次と申します。同課は、当センター

と発達障がい者支援センターが福岡市舞鶴エリアに新設された「福岡市舞鶴庁舎」に移転するにあ

たり、両センターが一体的に運営することを目的として設置されました。

さて、私は平成１９年４月からの４年間、就労支援コーディネーターとして、当センターに勤務

しておりました。当時の所在地は博多区千代町で、「就労移行支援事業所等への技術的支援事業」

の立ち上げやそれに伴う「サポーター企業制度」の導入に携わりました。当時を振り返りますと、

担当職員間でアイデアを出し合いながら、手探りで事業を軌道に乗せたことを思い出しますが、事

業所支援は現在も当センターの中心的事業の一つと位置付けられており、これからも「ご本人やご

家族への個別支援」や「企業支援」と同様、しっかり取り組んでまいります。

なお、当センターと発達障がい者支援センターの福岡市舞鶴庁舎移転の大きな目的は、発達障が

いのある方へのサポート強化です。発達障がいのある方への就労支援につきましては、両センター

それぞれの専門性を活かしながら、個々の特性を踏まえたきめ細やかな支援を行うとともに、企業

への啓発・助言や研修事業等につきましても、しっかりと連携・協働しながら実施してまいります。

これからも今までと同様、当センターへのご支援とご協力をお願い申し上げます。

福岡市立障がい者就労支援センターが

詳細は裏面をご覧ください！

令和５年７月１日より移転しました！

福 岡 市 舞 鶴 庁 舎 へ福岡市鮮魚市場会館から

■ 新住所

  〒810-0073

福岡市中央区舞鶴1丁目4番13号

福岡市舞鶴庁舎4階

※電話・ＦＡＸ番号の変更はありません。
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し ま し た ！

障がいのある方へのサポートを強化するため、発達障がい者支援センター及び新たに設置された中央

障がい者フレンドホームとともに令和５年７月１日に福岡市舞鶴庁舎へ移転しました。

 今後も、障がいのある方への就労支援を行う施設として、「本人や家族への個別支援」、「就労移行

支援事業所等への支援」、「企業への啓発・助言」など、障がい者の就労に向けた支援を行います。

「発達障がい者支援センター」と一体的に支援することで、特に発達障がいがある方へのサポートを強

化します。 

移 転

模擬的な作業をするお部屋です。

ご本人の就労に対しての意欲や、集中力、得意・

不得意など確認して就職活動に活かします。ご本

人にとっては、会社に配慮事項を伝えるために特

性を整理したり、支援の方向性や内容を検討する

目的があります。

アセスメント室って？内容も しました！充 実

アセスメント室が新しくなり、

ご 報 告

２０２３ ７ １. に

階 主な機能
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福岡市関連事務所6
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障がい者就労支援センター
発達障がい者支援センター
中央障がい者フレンドホーム
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1 エントランス、駐車場など

【外観】

【待ち合いスペース】 【受付】
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個 別 支 援 部 門

障がいのある方の就労ニーズ、障がいの特性、現在の状況等をお聞きし、就労の実現

に向けた支援や情報提供を行います。

０１

個別支援部門です。センターに来所される方々は、障がいの状況、ご本

人をとりまく環境など、一人として同じ状況ではありません。仕事に対する

想いや不安な気持ちに寄り添い、就労前のアセスメントから職場での支

援、就職後も働き続けるための定着支援を、一人一人に合わせて行って

います。

事 業 所 支 援 部 門

市内の就労支援事業所向けに研修会を開催しています。また、就労支援に関するご相

談を受け、企業の見学や体験実習、出前講座などを行っています。

０2

担当全
員写真

事業所支援部門です。利用者の就職先がなかなか決まらない、職

場体験実習を希望しているけど場所がない、支援の工夫を知りたい

など支援に関する困りごとについて、事業所を利用されている方の

就職に向けて、支援員の方と一緒に考え支援をしています。

企 業 支 援 部 門０3

担当全
員写真

担 当 か ら の メ ッ セ ー ジ

障がい者雇用サポートデスクを設置し、新たな障がい者雇用や在職者の職場定着に関す

るさまざまなご相談に対応しています。

企業支援部門です。障がい者雇用の進め方、障がいの特性や合理的

配慮について知りたい、在職者の支援で困っているなど、障がい者雇用

に関するご相談をお受けしています。また、障がい者雇用セミナーなども

開催しています。

一般企業への就職を希望する障がいのある方や障がい者雇用をお考えの企業を対象に、ジョブコーチ(※)支援や

関係機関とのネットワークの活用を通して、障がい者雇用の入口から採用後のアフターフォローまで一貫したサ

ポートを行います。

※障がいのある方が自立して職務ができるようにサポートするスタッフです。派遣費用は一切必要ありません。

編 集：社会福祉法人 福岡市社会福祉事業団

福岡市立障がい者就労支援センター

発 行：令和5年7月

連絡先：〒810-0073

 福岡市中央区舞鶴1丁目4番13号

 福岡市舞鶴庁舎4階

電 話：０９２（７１１）０８３３

ＦＡＸ：０９２（７１１）０８３４

ＵＲＬ： http://fc-jigyoudan.org/syuro

当センターは、障がいのある方の企業就労を進めるために

障がいのある方・企業・関係機関への支援を行っています。
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ご 利 用 案 内

産業分類 業務内容 年代性別 障がい名

航空運輸業 受託作業業務 20代・女性 知的障がい

学校教育 事務補佐 40代・女性 精神障がい

クレジット
カード

システム開発 20代・男性 発達障がい

派遣業 事務業務 50代・男性 身体障がい

医療業 事務業務 30代・男性 精神障がい

センターに登録されている方の中で

4月～５月に就職された方を一部紹介します。

〇身体障がい  2名

〇知的障がい ４名

〇精神障がい ３名

〇発達障がい ７名   計 16名

R5.4～５月の就職者
（センター登録者）

＼ ご就職おめでとうございます ／

事 業 報 告

事 業 名 日 時 場 所

企業・学生・支援者交流会 6月2日
心身障がい福祉センター
（あいあいセンター）7階

第１回障がい者雇用セミナー 6月5日～6月16日 オンライン開催

第１回就労支援事業所研修会 6月9日
心身障がい福祉センター
（あいあいセンター）7階
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令和6年１月発行

～ 明けましておめでとうございます～

一般企業への就職を希望する障がいのある方や障がい者雇用をお考えの企業を対象に、ジョブコーチ(※)支援や

関係機関とのネットワークの活用を通して、障がい者雇用の入口から採用後のアフターフォローまで一貫したサ

ポートを行います。

※障がいのある方が自立して職務ができるようにサポートするスタッフです。派遣費用は一切必要ありません。

編 集：社会福祉法人福岡市社会福祉事業団

福岡市立障がい者就労支援センター

発 行：令和6年1月

連絡先：〒810-0073

福岡市中央区舞鶴1丁目4番13号

福岡市舞鶴庁舎4階

電 話：０９２（７１１）０８３３

ＦＡＸ：０９２（７１１）０８３４

ＵＲＬ： http://fc-jigyoudan.org/syuro

当センターは、障がいのある方の企業就労を進めるために

障がいのある方・企業・関係機関への支援を行っています。

Page ４ Page 1

福岡市立障がい者就労支援センター所長

黑 田 小 夜 子新春のお慶びを申し上げます。

昨年7月、福岡市舞鶴庁舎に事務所が移転し、発達障がい者支援センターとの一体的な運営のもと、

障がいのある方、企業、関係機関への支援に新たな気持ちで取り組んで参りました。また、相談支援の

他、障がい者雇用セミナーを始めとする様々なセミナーや研修会を開催しておりますが、毎回、多方面

から多くの方にご参加いただき心より感謝申し上げます。

この４月、障害者雇用促進法の改正に伴い法定雇用率が引き上げられ、雇用の場の拡大に大きな期待

が寄せられています。障がいのある方が、遣り甲斐のある仕事と出会い長く働くためにも、雇用環境の

整備や合理的配慮が提供されるなど雇用の質の向上が企業には一層求められるようになります。障がい

のある方と企業とのよりよい架け橋になれるよう、就労支援センターは、双方の想い、困りごとに寄り

添いながら、引き続き支援の充実に努めて参ります。

今年は辰年。辰は、陽の気が動いて活力が旺盛になり、大きく成長し形が整う年だそうです。セン

ターは、開所22年目を迎えます。これまでに培った経験をもとに、更に成長し、飛躍できるよう、職員

一丸となり支援に取り組んで参ります。

この一年が、皆さまにとりまして、幸多き、実りのある一年となりますことを心よりお祈り申し上げ

ます。

ご 利 用 案 内

お 知 ら せ

R5.4～１0月の就職者（センター登録者）

新年のご挨拶

センターに登録されている方で4月～10月に

就職された方をご紹介します。

〇身体障がい 4名

〇知的障がい 16名

〇精神障がい 12名

〇発達障がい 12名 計 44名

＼ ご就職おめで とうございます ／

第２回障がい者就労支援セミナー 参加者募集中

＜業務別就業人数＞

業務内容 人数 業務内容 人数

事務補助 １３名 食品工場内作業 ４名

施設・備品清掃 ６名 介護補助 ２名

倉庫内作業 ５名
店舗バック
ヤード業務

１名

一般事務職 ４名 ショップ定員 １名

データ入力 ４名 その他 ４名

令和６年１月１７日（水）に「障がい者・健常者がともに共

存共栄できる社会づくり」をテーマに（株）カムラック代表取

締役の賀村研氏に講師をお願いし、第２回障がい者就労支援セ

ミナーを開催いたします。

参加を希望する方は、令和６年1月10日(水)までに申込専用

フォームで申し込むか、センターホームページからお申込み下

さい。

ＵＲＬ： http://fc-jigyoudan.org/syuro

←QRコードから

お申込みが可能です。

事 業 名 日 時 場 所

第２回障がい者就労支援セミナー 1月17日（水）14：30～16：00

福岡市舞鶴庁舎2階
大・小研修室

障害のある学生への支援者連絡会 1月23日（火）14：00～16：30

第３回企業セミナー 2月 8日（木）13：30～16：15

第３回就労支援事業所研修会 2月14日（水）14：00～15：30

第４回企業セミナー 3月 5日（火）15：30～17：00
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を開催しました！

１０月２６日に

第1回 障がい者就労支援セミナー

本年度は、オンライン配信と併せて会場での視聴という初め

ての試みで開催し、障がいのある方やご家族をはじめ、企業、

就労支援機関、教育、福祉、行政などの関係機関からこれまで

で最も多い２７４名の方が視聴されました。

精神科医の立場から、ASDの学生や大卒の方を想定した就労

支援での気付きや想いをお話いただきましたが、「心身の健康

を維持する生活リズムの確立、リフレッシュする技能、支援者

の確保、主治医の見解や自己支援技術の向上」などは全ての障

がいのある方にも通じるもので就労準備として身につける大切

さを学びました。

スタートアップセミナー新企画

これから障がい者雇用を始めたい企業や、初めて雇用に携わる人を対象に障がい者雇用の

ノウハウ等をお伝えする障がい者雇用スターアップセミナーを11月15日に開催し、18名の方

が参加されました。

職員より障がい者雇用の現状や障がい種別就職件数、障がい者雇用制度の改正を説明し、セ

ンターが実施する支援内容を紹介しました。

続いて株式会社NTT西日本ルセント経営企画部課長の林様より企業概要や障がい者雇用の状

況、障がい特性に応じた業務マネジメントなどの説明があり、今後の障がい者雇用に向け多く

のヒントをご提供いただきました。

講演：株式会社NTT西日本ルセント

経営企画部 林 祐行様

■講演会 『ASDの若者たちへの就労支援
～精神科医としての実践から～』

当事業団では、各施設が相互に情報発信することで、

専門性の向上を図り、更なる事業の展開に結びつける

こと、及び関係機関等に対する情報発信の場とするた

め、毎年、「研究・実践成果発表会」を開催していま

す。

今回、当センターからは、昨年度実施した企業向け

アンケートやヒアリング調査の結果から、特に企業に

おける精神障がい者の雇用の現状について発表しまし

た。身体障がい者と精神障がい者を雇用している企業

数がほぼ同数であったことや精神障がい者を雇用して

いる企業では、多様な配慮や取り組みを行っているこ

とを報告しました。

研究実践・成果発表会でセンター職員が発表しました！

発表者：福岡市立障がい者就労支援センター

就労支援相談員 髙坂 修

また、障がいをどう理解しどのように関わりを持てば良いのか、困った時にどういう工夫があれば解決す

るのか、本人が上手くいったコツや工夫を本人が理解できる言葉で共有しておくなど自己理解支援の大切さ

やヒントにあふれた有意義な時間となりました。

参加者からは、「就職は、遠い未来のような気がしていたが、情報として知っておくことができて良かっ

た。」「大学や関係機関の支援について知ることができ、今後生徒への関わりに活かしたい。」「今後一緒

に働くことになるかもしれないASDの特性や受け入れた時の対応など興味ある話だった。」といった感想が

寄せられ、多方面において考えるきっかけ・学びになりました。

講師：児童精神科医
千代田クリニック院長
iPEC所長

吉田 友子氏
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